






２．追加性に関する情報

1
ユーラス田代平ウイ
ンドファーム

秋田県鹿角市十和田大湯字田代平 誘導式発電機 7,650kW
平成15年11
月

（ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に
貢献

100,000 100,000 0 0 0.491 49,100 平成30年4月1日 平成30年6月30日

2
銚子屏風ヶ浦風力発
電所

千葉県銚子市小浜町1430番地
巻線型誘導発
電機

1,500kW 平成13年9月
（ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に
貢献

318,002 318,002 0 0 0.518 164,725 平成29年1月1日 平成29年3月31日
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418,002 213,825
kgCO2→tCO2 213

３．６
排出削減量
EMW
（kgCO2）

５．認証申請期間No １．事業所に関する情報 ３．グリーンエネルギーCO2削減相当量の算定に関する情報 ４．モニタリング責任者及び実施者に関する情報
該当する追加性要件
　（ａ）当該設備の建設における主要な要素
　（ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献
　（ｃ）当該設備以外のグリーン電力の拡大に貢献

１．５
運転開始（予定）
年月日

１．２
発電所所在地

１．３
型式

１．４
設備容量

１．１
発電所名称

３．１
発電電力量
EWG（kWh）

４．２
モニタリング実施者

３．３
補機消費
電力量
EWA
（kWh）

５．２
終了予定日

４．１
モニタリング責任者

３．５
二酸化炭素
排出係数
CEFelectricity,t
（kgCO2/kWh）

５．１
開始日

３．２
販売電力量
EWS（kWh）

３．４
自家消費
電力量
EWC
（kWh）



様式３－２別紙２

グリーンエネルギーCO2削減相当量配分計画

49

100,000

注2)販売電力量（kWh）は、グリーン電力種別方法論の場合に記載すること。

アサヒビール株式会社 東京都墨田区吾妻橋１－２３－０ 36

配分予定なし 13

49

東北電力株式会社 仙台市青葉区本町一丁目7番1号 100,000
（電気供給先）

100,000

１．２
保有予定者住所

１．１
保有予定者名

グリーンエネルギーCO2削減相当量（単位：tCO2）

販売電力量（kWh）

２．１
帰属先事業者名

２．２
帰属先事業者住所

２．３
帰属量
（kWh/MJ）

１．グリーンエネルギーCO2削減相当量保有予定者に関する情報

１．３
保有予定量
（tCO2）

２．環境価値が除かれた電力・熱価値の帰属先に関する情報

注1）様式３－２別紙１「本計画におけるグリーンエネルギーCO2削減事業リスト（実績）」３．１販売電力量、及び３．６排出削減量

（tCO2）の合計と一致させること。



様式３－２別紙２

グリーンエネルギーCO2削減相当量配分計画

164

318,002

注2)販売電力量（kWh）は、グリーン電力種別方法論の場合に記載すること。

ソニー株式会社 東京都港区港南1-7-1（本社住所） 164

配分予定なし 0

164

伊藤忠エネクス株式会社 東京都港区虎ノ門二丁目10番1号 318,002
（電気供給先）

318,002

１．２
保有予定者住所

１．３
保有予定量
（tCO2）

２．環境価値が除かれた電力・熱価値の帰属先に関する情報
２．１
帰属先事業者名

２．２
帰属先事業者住所

２．３
帰属量
（kWh/MJ）

グリーンエネルギーCO2削減相当量（単位：tCO2）

販売電力量（kWh）
注1）様式３－２別紙１「本計画におけるグリーンエネルギーCO2削減事業リスト（実績）」３．１販売電力量、及び３．６排出削減量

（tCO2）の合計と一致させること。

１．グリーンエネルギーCO2削減相当量保有予定者に関する情報

１．１
保有予定者名



様式３－２別紙１添付 

種別方法論名称：風力発電 
発 電 所 名 称：ユーラス田代平ウインドファーム 
 
１．計量体制 

 
２．モニタリング方法および提出書類 
記号 定義 モニタリング方法 提出書類 

EWS 
風力発電実施期間における系

統への販売電力量 

電気事業者からの受

け入れ実績報告にて

確認 

グリーン電力受け入れ実績報

告書 

EWG 
風力発電実施期間における風

力発電発電電力量 
対象無し 対象無し 

EWA 
風力発電実施期間における風

力発電補機消費電力量 
対象無し 対象無し 

 
以上 

計量体制（電力量の計量の管理体制） 

（１）計量器維持・管理 

責任者 実施者 

（２）データの測定 

責任者 実施者 

（３）報告書の作成 

報告書作成者 

報告書最終承認者  

報告書受領者（証書発行事業者） 



様式３－２別紙１添付 

種別方法論名称：風力発電 
発 電 所 名 称：銚子屏風ヶ浦風力発電所 
 
１．計量体制 

 
２．モニタリング方法および提出書類 
記号 定義 モニタリング方法 提出書類 

EWS 
風力発電実施期間における系

統への販売電力量 

電気事業者の検針票

と電気事業者からの

受け入れ実績報告に

て確認 

グリーン電力受け入れ実績報

告書 

EWG 
風力発電実施期間における風

力発電発電電力量 

電力会社に提出する

検針連絡票にて確認

する 
対象無し 

EWA 
風力発電実施期間における風

力発電補機消費電力量 
対象無し 対象無し 

 
以上 

計量体制（電力量の計量の管理体制） 

（１）計量器維持・管理 

責任者 実施者 

（２）データの測定 

責任者 実施者 

 
（３）報告書の作成 

報告書作成者 

報告書最終承認者 

報告書受領者（証書発行事業者） 





検証結果概要書

一般財団法人日本品質保証機構

１．グリーンエネルギーCO2 削減計画の概要

グリーンエネルギーCO2
削減計画名

風力を利用した発電による CO2 排出削減

グリーンエネルギーCO2
削減計画申請者名

日本自然エネルギー株式会社

事業実施場所 ① 秋田県鹿角市十和田大湯字田代平

② 千葉県銚子市小浜町 1430 番地

事業の概要 ① ユーラス田代平ウインドファーム

② 銚子屏風ヶ浦風力発電所

グリーンエネルギーCO2
削減相当量の計画

「グリーンエネルギーCO2 削減相当量配分計画」段階では保有予定者は

未定で申請がされていたが、今回実績報告においては、様式 3-2 別紙 2 の

配分計画（実績）のとおり

事業期間 ① 2018 年 4 月 1 日～2018 年 6 月 30 日

② 2017 年 1 月 1 日～2017 年 3 月 31 日

方法論 ＥWC＝ＥWG－ＥWS－ＥWA

ＥMW＝（ＥWS＋ＥWC）×ＣＥＦelectricity,t



２．検証結果

以下に示す実施した検証手続きの概要のとおり、本申請に基づく、グリーンエネルギーＣ

Ｏ２削減相当量については、「グリーンエネルギーＣＯ２削減相当量認証制度運営規則」に定

める要件及び「方法論」並びに当機構が定めた「方法論に関する追加要件」に適合している

ものと判断できる。

なお、詳細については「CO２削減相当量検証結果一覧表」に示す。

３．実施した検証手続の概要

排出削減量の実績及びグリ

ーンエネルギーCO2 削減相

当量配分計画が示され、か

つ当該内容が運営規則及び

方法論に適合していること

・ 排出削減量の実績は、様式３－２別紙１により確認でき、また、配分計画は、

様式３－２別紙２により、排出削減相当量保有予定者及び保有予定量を確認で

き、残りの実績量については配分予定なしを確認した。

・ 排出削減量の算定において、事業開始日以降の経過年数が 2.5 年以上のため、

方法論「３．２電力排出係数のデフォルト値の考え方」に基づき、移行関数ｆ

（ｔ）は 2.5 年以上であること、また系統への販売電力に付随する環境価値で

あることから全電源平均ＣＯ２排出係数（送電端）を用い、また、種別方法論

「P001 風力発電 ４．グリーンエネルギーＣＯ２削減相当量の算定方法」の計

画に基づき算定されていることを確認し適合しているものと判断できる。

認定グリーンエネルギー

CO2 削減計画、グリーンエ

ネルギーCO2 削減相当量認

証申請書のとおり確実に電

力量又は熱量が算定され、

かつ算定された電力量又は

熱量に基づき方法論に従っ

て正確にグリーンエネルギ

ーCO2 削減相当量が算定さ

れていること

種別方法論「P001 風力発電 ４．グリーンエネルギーＣＯ２削減相当量の算定方法」

に基づき、計画申請時に提示されたモニタリング方法のとおり、申請者提出の資料

により、別紙「CO２削減相当量検証結果一覧表」のとおり算定結果を確認した。

以上より、今回の実施期間における算定結果は、方法論に基づいて、正確にグリー

ンエネルギー削減相当量が算定されていると判断できる。

グリーンエネルギーCO2 削

減相当量が適切に配分され

ていること

今回、グリーンエネルギーＣＯ２削減相当量の配分先は様式３－２別紙２により確

認でき、適切に配分されているものと判断できる。なお、「配分予定なし」について

は、グリーン電力証書制度における証書販売と本計画の差異により生じるものであ

り、問題ないものと判断する。

各グリーンエネルギーCO2
削減事業が適切に管理さ

れ、モニタリング対象とな

る項目が正確に把握されて

いること

様式３－２グリーンエネルギーＣＯ２削減等計画書（実績）「２．グリーンエネルギ

ー運営・管理計画（実績）」に基づき、様式３－２別紙１添付のとおり、計量体制が

実施されていることが提出資料により確認ができ、モニタリング対象項目も提出資

料により正確に把握されていることが確認できる。

認定グリーンエネルギー

CO2 削減計画から変更され
今回は、認定グリーンエネルギーＣＯ２削減計画から変更された点は、なし。



た点（グリーンエネルギー

CO2 削減事業の追加を含

む。）について、運営規則及

び方法論に照らし適切であ

ること

（添付資料）

・ ３．の各項目の根拠資料

【検証機関作成資料】

・CO２削減相当量検証結果一覧表

【申請者作成資料】

・様式３－１、３－２、３－２別紙１、３－２別紙１添付、３－２別紙２

・ グリーン電力認証申請書

・ グリーン電力認証対象電力量報告書

・ 認証可能電力量の確認方法

・ 発電実績管理表

【発電事業者作成・提出資料】

・ グリーン電力受け入れ実績報告書



資料１

CO２削減相当量検証結果一覧表
2019/5/15

発電電力量
（EＢＧ）

売電電力量
（EＢＳ）

補機消費電力量
（EＢＡ）

自家消費電力量
（EＢＣ）

バイオマス燃料
発熱量
（FＢ）

合計燃料発熱量
（FＴ）

バイオマス比率
発電電力量

（EＢＧ）
売電電力量

（EＢＳ）
補機消費電力量

（EＢＡ）
自家消費電力量

（EＢＣ）

バイオマス燃料
発熱量
（FＢ）

合計燃料発熱量
（FＴ）

バイオマス比率

02W001-1804-1806-

00000001A01
~ 02W001-1804-1806-

00100000A01

~

~

~
01W001-1701-1703-

00000001A01
~ 01W001-1701-1703-

00318002A01

~

~

~

※環境価値の保有者確認のため、既に環境価値の保有者が決定済みであり、グリーン証書を発行している認証電力量・認証熱量を上限とする。（第19回認証委員会、参考資料2参照）

実18-013

18-085

グリーン認証
申請番号

認証電力量 対象期間申請番号 電力量
認証日

認証シリアルNo.

実績電力量 算定比率調整後　方法論電力量

49,100 kg2018100,000 kWh

申請者 削減計画名称 発電種別 対象発電設備
（CO2削減計画認定No.）

0 kWh 0 kWh日本自然エネル
ギー

風力を利用した発電によるCO2排出削減 風力発電 100.00% 100,000 kWh100,000 kWh

グリーンエネルギー認証 CO2削減相当量検証

算定比率
（認証電力量 / 実績電

力量）

100,000 kWh

2018/7/20100,000 kWh 1804-1806

ユーラス田代平風力
（12-W-008）

発電年度 排出係数 配分量 配分先ＣＯ２排出削減量

49 ｔ アサヒビール株式会社0.491100,000 kWh100,000 kWh 0 kWh 0 kWh

CO2削減相当量
認証申請電力量

※

実績電力量
（方法論）

日本自然エネル
ギー

風力を利用した発電によるCO2排出削減 風力発電(P001)
銚子屏風ヶ浦風力発電所

（13-W-001）
318,002 kWh実17-026

17-059 318,002 kWh 1701-1703 2017/4/18

318,002 kWh 100.00% 318,002 kWh 318,002 kWh318,002 kWh 0 kWh 0 kWh ソニー株式会社318,002 kWh 2016 0.518 164,725 kg 164 ｔ0 kWh 0 kWh


